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○身近な河川や用水路における水質調査を行い，水環境の現状について調べる。
○河川の水質を改善するためにできることについて考える。

ねらい
・科学的な水質調査方法を理解させる。
・水質改善のためにできることについて考えさせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　理科（第３学年）　　　　「自然と人間」
・高等学校　理科（生物基礎）　　　　「生物の多様性と生態系」
　　　　　　　　（科学と人間生活）　「これからの科学と人間生活」

活動の内容
（1）自作透視度計を製作する。
　透視度計を製作し，透視度の単位について知る。

（2）パックテストの概要や方法について知る。
　水道水を使ってパックテストの実施方法を確認する。

（3）水生生物の採集方法や判定について知る。
　水質階級と主な指標生物の関係について知る。
　（「水生生物を用いた水質調査」p.74を参考にする。）

（4）調査地点を地図上から選定する。
　浄化施設の上流と下流，支流との合流地点とその上流，河

川工事箇所の上流と下流，住宅街とその上流など条件の異
なる点を選ぶようにする。

（5）河川の状態を調査する。
　川の色・におい・水の透視度・川幅・水量・流れの様子・ゴミの有無・川底の様子などを調べる。

（6）水の採取をする。
　安全に注意して採取する。川岸が急な斜面になっているところや流れの速い河川にはいかない。水を採

取するときに，プラスチックバケツにひもをつけて安全な場所から採取するようする。採取した水はペッ
トボトルなどに入れ，採取した河川名，調査ポイント名，採取場所，日時を明記して保管する（学校に
持ち帰って測定する場合）。

（7）パックテストを実施する。
　パックテストの使用方法にしたがって調査を行う。

（8）結果をワークシートに記入する。
（9）調査結果から水環境の実態を知り，さらに河川の水質環境を改善するために私たちができることを考

える。

準備するもの
・デジタルカメラ
・アルコール温度計（気温・水温）
・パックテスト
（pH・COD・NO2・NO3・PO4・
NH4）

・透視度計（ペットボトルで自作）
・ストップウォッチ
・巻き尺・分度器・バケツ
・ルーペ・ピンセット
・白色トレイ
・水生生物指標

河川の水質調査
時　期
時　間
場　所

いつでも
３時間
近くの河川
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ワークシート
水質調査
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生徒用資料
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